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7 1 0 10 1 4 16 総調査ほ場数: 19ほ場

本年値 36.8 5.3 0.0 52.6 5.3 21.1 84.2

平年値 87.4 14.4 6.1 63.4 26.0 2.6 77.1

平年比 42.2 36.5 0.0 83.0 20.2 809.7 109.2

発生程度 やや少 やや少 少 平年並 やや少 多 平年並

75 3 0 252 30 18 1587

本年値 3.9 0.2 0.0 13.3 1.6 0.9 83.5

平年値 66.2 0.8 0.3 102.1 3.3 0.2 170.8

平年比 6.0 19.7 0.0 13.0 47.8 473.7 48.9

発生程度 少 少 少 少 やや少 多 やや少 ※平年比＝（本年平均値／平年値）×１００

概　　評 やや少 やや少 少 やや少 やや少 多 平年並

発生ほ場数

ほ場率

調査方法：背負型動力機を使用した吹き出
し法で0.3m×11mを吹き出しすくい取り調査
した。

※頭数合計は10㎡あたりの頭数に換算値
（×3）。

※密度＝頭数／10㎡

頭数合計

密度
本年値は、本年の地点ごとの調査結果の平
均値を示す
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発生ほ場数 1 0 0 9 1 7 0 0 0 0 7 0 0 0 総調査ほ場数: 20か所

本年値 5.0 0.0 0.0 45.0 5.0 35.0 0.0 0.0 0.0 0.0 35.0 0.0 0.0 0.0 総調査株数: 1,000株

平年値 7.3 1.4 9.3 10.0 3.6 11.4 0.0 - - 0.5 22.1 1.3 0.0 0.9 （調査数:50株､100花･果､葉かび･すすかび150葉､その他100葉）

平年比 68.5 0.0 0.0 450.0 138.9 307.0 -   - - 0.0 158.4 0.0 -   0.0 冬春トマト

発生程度 平年並 少 少 多 平年並 多 少 - 少 少 やや多 少 少 少 ※本年値＝本年の地点ごとの調査結果の平均値を示す

発生株数 0 0 0 27 1 50 0 0 0 0 107 0 0 0 ※平年比＝（本年値／平年値）×100

本年値 0.0 0.0 0.0 2.7 0.1 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.4 0.0 0.0 0.0

平年値 0.1 0.1 2.4 0.5 0.6 0.4 0.0 - - 0.0 0.8 0.2 0.0 0.0

平年比 0.0 0.0 0.0 540.0 16.7 1250.0 -   - - -   675.0 0.0 -   -   

発生程度 少 少 少 多 少 多 少 - 少 少 多 少 少 少

概　　評 やや少 少 少 多 やや少 多 少 （少） 少 少 やや多 少 少 （少）

注）概評の(　)は、指定有害動植物・重要病害虫以外の概評または発生程度(本年値と平年値の比較)が-となっているものの概評を示す

葉率・
株率

ほ場率

※調査株数にカウントされるほどではないが、ほ場内で発生が見られる
場合は散見として発生ほ場数にカウント

※タバコガ類幼虫および被害は2016.6～。以前は幼虫調査のため、平年
値は参考値。
※コナジラミ類は2014年以降は葉率。以前は株率のため、平年値は参考
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発生ほ場数 3 0 4 0 4 19 1 2 0 3 総調査ほ場数: 63か所　総調査株数: 1,575株

本年値 4.8 0.0 6.3 0.0 6.3 30.2 1.6 3.2 0.0 4.8 （調査株数　25株）

ほ場率 平年値 9.0 0.5 6.8 4.5 8.3 34.5 26.0 2.7 0.0 8.0
平年比 53.3 0.0 92.6 0.0 75.9 87.5 6.2 118.5 -   60.0 ※本年値＝本年の地点ごとの調査結果の平均値を示す

発生程度 やや少 少 平年並 少 平年並 平年並 少 平年並 少 平年並 ※平年比＝（本年値／平年値）×１００

発生株数 3 0 5 0 7 141 1 2 0 2
本年値 0.2 0.0 0.3 0.0 0.4 9.0 0.1 0.1 0.0 0.1
平年値 0.1 0.0 0.6 0.0 0.6 10.5 3.2 0.1 0.0 0.3
平年比 200.0 -   50.0 -   66.7 85.7 3.1 100.0 -   33.3

発生程度 多 少 やや少 少 平年並 平年並 少 平年並 少 やや少

概　　評 平年並 少 平年並 少 平年並 平年並 少 平年並 少 平年並

注）概評の(　)は、指定有害動植物・重要病害虫以外の概評または発生程度(本年値と平年値の比較)が-となっているものの概評を示す

※調査株数にカウントされるほどではないが、ほ場内で発生が
見られる場合は散見として発生ほ場数にカウント
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率
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発生ほ場数 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 総調査ほ場数: 5か所

本年値 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 総調査葉数: 500葉

ほ場率 平年値 2.0 20.9 19.7 10.2 0.0 2.5 8.5 0.0 0.0 5.3 1.3 0.0 23.0 3.3 2.0 総調査株数: 125株

平年比 0.0 95.7 0.0 0.0 -   0.0 0.0 -   -   377.4 0.0 -   87.0 0.0 0.0 （調査葉数　100葉)

発生程度 少 平年並 少 少 少 少 少 - - 多 少 少 平年並 少 少 （調査株数   25株）

発生葉・株数 0 7 0 0 0 0 0 1 0 6 0 0 44 0 0

本年値 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 1.2 0.0 0.0 8.8 0.0 0.0

平年値 0.0 2.3 0.8 1.6 0.0 0.2 0.4 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.7 0.0 0.0

平年比 -   60.9 0.0 0.0 -   0.0 0.0 -   -   1200.0 0.0 -   1257.1 -   -   

発生程度 少 平年並 少 少 少 少 少 - - 多 少 少 多 少 少

（少） 平年並 少 少 少 少 少 やや多 少 やや多 少 少 やや多 少 少概　　評

葉率・株
率

注）概評の(　)は、指定有害動植物・重要病害虫以外の概評または発生程度(本年値と平年値の比較)が-となっているものの概評を示す

※平年比＝(本年値／平年値)×100　[本年値は本
年の地点ごとの調査結果の平均値を示す]
※灰色かび病はH26年度から,ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ幼虫はH28年
度から,疫病,モザイク病,黄化えそ病はH29年度か
ら株率調査。それ以前の平年値は参考値。炭疽
病、斑点細菌病はR5年度から調査。
※調査株数にカウントされるほどではないが、ほ
場内で発生が見られる場合は散見として発生ほ場
数にカウント

大豆子実病害虫による被害粒発生状況調査結果（令和６(2024)年11月採取）
単位：％
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発生ほ場数(か所) 13 13 13 4 1 13 9 5 0 1 12 13 13 総調査ほ場数:13か所

本年値 - 100.0 100.0 30.8 7.7 100.0 69.2 38.5 0.0 7.7 92.3 100.0 100.0 総調査株数:130株

平年値 - 60.0 100.0 16.7 0.0 97.3 71.3 14.7 5.3 12.0 86.7 91.3 99.3 総調査粒数:10,590粒

平年比 - 166.7 100.0 184.4 -   102.8 97.1 261.9 0.0 64.2 106.5 109.5 100.7

発生程度 - やや多 平年並 多 - 平年並 平年並 多 少 平年並 平年並 平年並 平年並 調査株数：10株

発生粒数（粒） 4,483 169 1763 76 1 1130 374 11 0 6 125 670 1782

本年値 42.3 1.6 16.6 0.7 0.0 10.7 3.5 0.1 0.0 0.1 1.2 6.3 16.8

平年値 69.6 1.4 11.2 0.4 0.0 6.0 1.8 0.0 0.0 0.1 1.5 1.4 7.7

平年比 60.8 114.3 148.2 175.0 -   178.3 194.4 -   -   100.0 80.0 450.0 218.2 ※平年比＝（本年値／平年値）×１００

発生程度 平年並 平年並 やや多 やや多 少 やや多 多 - 少 平年並 平年並 多 多

概　　評 - やや多 やや多 (多) (少) やや多 やや多 多 (少) 平年並 平年並 (多) (多)

※）べと病の平年値は、定点ほ作付け品種が全て「里のほほえみ」となった平成27(2015)年～令和５(2023)年の９か年平均で算出
注）概評の(　)は、指定有害動植物・重要病害虫以外の概評または発生程度(本年値と平年値の比較)が-となっているものの概評を示す

ほ場率

粒率

本年値は、本年の地点ごとの調査
結果の平均値を示す



にら

きく

 単位：％
白斑葉枯病 乾腐病 さび病 株腐細菌病 ネダニ類 アザミウマ

類 備考

発生ほ場数 2 1 1 0 0 1 総調査ほ場数: 16か所

本年値 12.5 6.3 6.3 0.0 0.0 6.3 総調査株数: 800株

ほ場率 平年値 10.1 0.6 0.6 0.0 10.2 3.4 （調査株数　50株)

平年比 123.8 1050.0 1050.0 -   0.0 185.3 ※平年比＝（平均値／平年値）×１００

発生程度 平年並 多 多 少 少 多 ※株率の平年値は過去10年の値

発生株数 7 0 8 0 0 2 ※本年値は、本年の地点ごとの調査結果の平均値を示す

本年値 0.9 0.0 1.0 0.0 0.0 0.3

株率 平年値 2.8 0.0 0.0 0.0 0.3 0.2

平年比 32.1 -   -   -   0.0 150.0

発生程度 やや少 少 - 少 少 やや多

概　　評 平年並 平年並 やや多 少 少 やや多

※調査株数にカウントされるほどではないが、ほ場内で発
生が見られる場合は散見として発生ほ場数にカウント

　　注）概評の(　)は、指定有害動植物・重要病害虫以外の概評または発生程度(本年値と平年値の比較)が-となっているものの概評を示す

 単位：％

白さび病 アブラム
シ類

ハダニ類 アザミウ
マ類

ハモグリ
バエ類

コナジラ
ミ類

ハスモン
ヨトウ 備考

発生ほ場数 0 0 2 0 0 0 0 総調査ほ場数: 9か所

本年値 0.0 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査株数: 450株

ほ場率 平年値 9.5 3.1 44.7 4.1 0.0 3.2 0.0 （調査株数　50株)

平年比 0.0 0.0 49.7 0.0 -   0.0 -   
発生程度 少 少 やや少 少 少 少 少 ※本年値＝本年の地点ごとの調査結果の平均値を示す

発生株数 0 0 39 0 0 0 0 ※平年比＝（平均値／平年値）×100

本年値 0.0 0.0 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0
株率 平年値 1.3 0.2 8.7 0.6 0.0 0.1 0.0

平年比 0.0 0.0 100.0 0.0 -   0.0 -   
発生程度 少 少 平年並 少 少 少 少

概　　評 少 少 やや少 少 (少) 少 少
※シロイチモジヨトウの発生はなかった。

注）概評の(　)は、指定有害動植物・重要病害虫以外の概評または発生程度(本年値と平年値の比較)が-となっているものの概評を示す

※調査株数にカウントされるほどではないが、ほ場内で発生が
見られる場合は散見として発生ほ場数にカウント


